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１．研究の目的  

 沖縄県の公共交通機関はバスとモノレールのみであ

り，旅客地域流動調査(平成 21 年度)による自家用自動

車の機関別旅客輸送分担率 1)は約 90%と極めて高い． 

 沖縄国際大学では駐車場整備台数の約 2 倍にあたる

約 3,700 人の学生が自家用車を利用した通学を行って

いることから，2018 年度より通学・移動手段を公共交

通へ転換を図るための方策検討に着手した．クルマ利用

や駐車，公共交通のサービス改善等の対策はそれぞれ重

要であるが，個別対策では効果が限定的であることから，

大学側でのクルマ利用や駐車場対策によるバス利用者

増加をバス会社にデータで示すことでバスサービス改

善に繋げる「クルマ利用や駐車場の管理と公共交通利用

促進の一体的な取組」という方針を定めた．本稿では，

この取組みに堅牢なセキュリティで異なる複数関係者

間の情報共有が容易なブロックチェーン技術を適用し

た実証実験を行い，今後の展開や開発における留意点に

ついて検討した． 

２．ブロックチェーンとは 

 ブロックチェーンとは，仮想通貨ビットコインを実現

するために生み出された基幹概念であり，取引記録が連

なったブロック(台帳)の集合体(「分散型台帳」)のこと 
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図-1 ブロックチェーン概念図 

を言う(図-1)．従来の集中管理システムに比べて改ざん

が極めて困難，実質ゼロ・ダウンタイム，安価という特

性を有する．近年では，ブロックチェーン上で動作する

プログラム(スマートコントラクト)が実装できるよう

になり，ある条件に従って契約の譲渡が自動処理するこ

とが可能になったことで，仮想通貨以外にも様々な分野

へ適用2)され始め，多くの実証実験が試みられている． 
３．一体的取組みにおけるブロックチェーンの適用 

 ブロックチェーンは大容量データの共有システムと

しては不適であり，取扱データは最低限となるように検

討することが重要である．そこで本稿では，駐車場利用

の公平性や効率性，駐車場利用状況を踏まえた通学手段

の選択，通学手段別の日ごとの通学者数の確認のため，

学生の通学手段情報と駐車場区画シェアリング情報を

ブロックチェーンで共有するシステムとした(図-2)． 
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図-2 ブロックチェーンを利用した情報共有イメージ 
４．実証実験概要 

 沖縄国際大学前泊教授のゼミ生徒ならびに講義受講

生徒(1年生)の29名を対象に，2019年1月21日(月)～29

日(火)の9日間で実証実験を実施した．実験参加者は当

日分および翌日分の通学手段登録が可能であり，サイト

ログイン画面でユーザー区分を行った後，図-3に示す流

れで通学手段の登録を実施した．実証実験では駐車場 
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区画数は実験参加者全員の普段の通学手段を考慮し，10

区画で実施した． 

サイトログイン

通学手段選択

自家用車 公共交通 その他 休み

・駐車区画の予約
・入庫時／出庫時情報入力

駐車場予約状況確認

 

図-3 通学手段登録フロー及び Web 登録画面 

５．実証実験結果 

 ブロックチェーン上に登録された通学手段登録，駐車

場区画の予約・使用登録の情報から，2019 年 1 月 24 日

(木)に，普段は自家用車を利用して通学をしている学生

が，通学手段を変更して通学している行動が確認できた．

当日の駐車場区画および自家用車通学者以外の予約登

録状況を図-4および図-5に示す．自家用車を利用した

通学者による予約駐車場区画は 10 枠であり，全時間帯

を通して予約が入らなかった駐車場区画は 1 枠もなか

った．10 時から 14 時の時間帯で全ての駐車場区画が予

約された最終登録時間は当日の 10:46 であったが，その

1 分後の 10:47 に普段，自家用車を利用して通学してい

る学生がその他の通学手段を選択しているのが確認で

きた．また，図-6に示す 2019 年 1 月 28 日(月)における

駐車場区画の予約登録状況からは，使用時間帯を分けて

1つの駐車場区画を効率的に利用している状況も確認で

きた．さらには，これまでは実態調査を実施しないと不 

予約者の普段の通学手法： ：自家用車 ：公共交通 ：その他
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図-4 自家用車通学者の駐車場区画予約登録状況(24日) 

予約者の普段の通学手法： ：自家用車 ：公共交通 ：その他
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図-5 自家用通学者以外の予定登録状況(24日) 

予約者の普段の通学手法： ：自家用車 ：公共交通 ：その他
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No.03 8:20 8:20 8:20 8:20 8:20 8:20 8:20 8:20 8:20 8:20 8:20 8:20

No.04 9:10 9:10 9:10 9:10 9:10

No.05 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日

No.06 8:30 8:30 8:30 8:30 8:30 8:30 8:30 8:30 8:30 8:30 8:30

No.07 10:47 10:47 10:47 10:47 10:47 10:47 10:47 10:47

No.08 9:48 9:48 9:48 9:48 9:48

No.09 11:19 11:19 11:19

No.10 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日

8:30 9:02 10:47 10:47 11:19 13:10 13:10 13:10 13:10 13:10 13:10 13:10
3 6 9 9 10 10 10 7 7 6 3 2 0
7 4 1 1 0 0 0 3 3 4 7 8 10

30% 60% 90% 90% 100% 100% 100% 70% 70% 60% 30% 20% 0%
空き区画数
使用率(％)

駐車場区画の予約登録タイミング(1月28日（月）)

時間帯

駐
車
場
区
画

最終登録時間
使用区画数

 
図-6 自家用車通学者の駐車場区画予約登録状況(28日) 
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図-7 実証実験期間中の通学手段別登録人数変化 
明であったり，調査を実施した場合でも，調査日の特定

の状況しか把握することができなかった通学手段別の

人数把握について，本システムでは図-7に示すように時

系列で通学手段別人数変化も容易に把握できることが

確認できた． 
６．まとめ 

 実証実験の結果，大学駐車場区画の予約状況に応じた

学生のスマートな通学手段選択，効率的な駐車場区画利

用や日ごとの通学手段別人数変化把握を確認できるシ

ステムであることが検証できた．今後も引き続きこの取

組を継続させていくとともに，各種サービスや利便性向

上機能を追加，地域連携を図り，地域モビリティを総

合的に向上させる MaaS としての展開も検討していく． 
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